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Based on the web survey， new Egogram has been developed. From a preliminary survey of college 
students (N:= 117) and two web surveys (Nニ 564，1072)， reliability (internal consistency， temporal 
stability) and concurrent test validity were confirmed. The new Egogram is composed of Controlling 
Parent (CP) Nurturing Parent (NP)， Adult (A)， Natural Child (NC)， Adapted Child (AC)， Oemonstrative 
Child (OC)， Oeviation Scale， Question Scale. The new Egogram is characterized that conventional C is 
divided to NC， AC， and Oc. 































(Parent:以下 Pと1告す) 大人の !~I 我状態 (Adult:
以下 AとII!告す)，子どもの自我状態 (Child:以下 C
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と1略す)Jの3つの心(自我状態)から構成されて




















協調性に欠ける CStewart& Joines， 1987)。
エゴグラムは交流分析の機能分析から発展した理
論で， Berneの弟子Dusayが考案した。 Dusay(1972) 
が開発したエゴグラムは自我状態の概念を学んだ
後. I~I らを振り返って 5 つの要素の高低を，自身の
判断で棒グラフに表すものであった。しかし，この
エゴグラムの描き方はあまりに直観的で、客観性に欠



























































































第 4 の 1~11題は. ACの iJ1百応した子ども (Adapted
Child) Jの概念構成である o Dusay (1995) は. AC 
を iCompliantJ と iDemonstrativeJに分ける案を

































く(野村. 2011; 白j皮j頼. 2014)， ACをACCと
ACD ~こ分けて捉える必要がある。
ACの分割については. Berne (1972)が ACと
RC i抵抗する子ども (RebelliousChild) Jに分けて
おり， Wagner (1981) がこの概念構成を具体化さ
せている。 Wagner(1981)は.Cの白1我文j状j犬〈態を NCi自
然然、な子とどJも (NaturalChild) :生まれながらの人格J.
cc i従!順1暇!摂員な子とど守も (Compliant Child)ド本本当の!感惑惑引'1
は隠すJ. RC i反抗する子とどJ も (Rebellious
Child) :否定的な態)度支 J，LP i小教授 (Little
Professor) 誼観的，創造的で第六感Jに分け. AC 
をCCとRCを統合したときの呼称とJ足えていた。
Heyer (1987) は， ACの機能的iWJiTIiを探ること
を自的に質問紙(自我状態ノTー ソナリティー・プロ
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サンプルに準ずる一般成人を対象にした大規模サン
プルの Webパネル調査を実施する。






然な子ども (NaturalChild) Jとする o NCは生まれ
ながらの I~I ?!~I~追 )1慌の営みや創造性.産観力のi)j~ とす
る。
第4に.ACの¥)1夏j志した子ども (Adapted



































版と B版の 2種類の質問紙を作成した。 A版には
CP. NP. A. NCの計86項目. B)坂には ACC項自，
ACD項自，怒り・不安項目の66項自が含まれた。
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Table 1 
第l調査における新 エゴグラム(仮称)の下位尺度開の相関係数
M SD CP NP 
CP 26.76 4.37 
NP 28.03 4.88 .54 * * 
A 27.98 4.79 .58* * .35本*
NC 26.01 5.12 .57本本 .53* * 
ACC 27.66 5.24 .16*本 .08 
ACD 21.72 5.50 .07 .12* * 




























尺度は， CP12項目， NP12~費、自， A12項目， NC12項




いずれも，選択肢は 1.はい 2. どちらともい
えない， 3.いいえjの3件法であった。
A NC ACC ACD 
.45キキ
一.25次* 一.37** 
一.10* 一.1本 .06 




























































































i当分の主張が受け入れられないと 腹を立てる .73 
自分の思し¥通りにならないと誰かを責める .72 
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2調査の相関係数を算出した (Table10) 0 CP. 81. 








M M γ 
(SD) (SD) 
17.28 17.06 .81 *ホCP 
(3.90) (4.10) 
16.17 16.23 
.82* * NP 
(4.06) (4.17) 
16.36 15.87 
.83* * A 
(4.39) (4.16) 
18.74 18.40 
.85* * NC 
(4.55) (4.64) 
18.97 19.19 
.82* * ACC 
(4.12) (3.87) 
22.30 22.06 
.76* * ACD 
(4.82) (4.75) 
16.31 16.43 





下位尺度は. CPとCP(r= .22， pく.01). ACDと




かった CP1管理する親 (ControllingParent) J. NC 















あった。また， TEG第 2H友の CP(ilt 'fIJ的なおi
(Critical Parent)) は本町f究の ACD(主張する子ど
も (Demonstrative))と高し '~;!3 関 (.74) を示してい
lable 1 
新 エゴグラム(1反称)と TEG第2)恨の各 F位尺度の平均f直・襟準偏差および相関
新エゴグラム(f反称)
CP NP A NC ACC ACD D 
M 17.06 16.23 15.87 18.40 19.19 22.06 16.43 








.51キ* .87* * .39* * .52* * 一.07 一.01 .61 >1<ネ
17.20 .61本* .52ホホ .86* * .55 * * 一.29湯水 .06 .62* * A 
(4.01) TEG 
第2H長 19.45 









.45*場 .67キ* .37* >1< .39*波 .02 一.06 .71 *キ
注)日ρく.01，* Pく.05，N= 141 




CP I管理する毅 (Cont1・ollingParent) J 良心責任感.倫理観.社会的規範.公への意識
NP I養育的な親 (NurtむringParent) J 思いやり，共感性，世話好色受容的，奉仕精神
A I大人 (Adult)J JIlJ性，現実検討能力，冷静-i尤若，客観的.合型Jl的
NC II~I r!~ な子ども (Natural Child) J 生まれながらの自然組問の営み，生来の喜怒哀楽，創造性争直観力，好古心
AC I従)1W1な子ども (AdaptedChild) J 従)1見協調tl:，おとなしい，イイ子，依存的
DC I主張する子ども (DemonstrativeChilcl) J ストレートな感情表現， 自己主張，自己顕示， 臼己愛的憤怒、
D i1扇情Jミ!支 (DeviationScale) J 社会的~1t~-i識からの偏侍(逸脱)
Q f疑問尺度 (QuestionScale) J I凌昧さ，優柔不断さ
注)D， Qは妥当性尺度である。 TEG1':JJ版および第2版では，その人の検査態!支を見る目的で f妥当性尺度Jを作
成した。今回も行lWJノfターンを見る検査のためそのまま妥当性尺度を採用する。
た。これらの結果は本研究の CP(管理する親
(Controlling Parent) )が， CP (批判的な毅 (Critical
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